
ファブラボ、もの作りと親和性の高い「Pi-Top＊」に夢中になるCSTの学生。

ファブラボがどのようなものなのかを学生たちに伝えるため体験型の講座が開かれた。
左 ： VR（仮想現実）の体験も行われた。 右 ： 3Dプリンターについて学ぶ。

フ
ァ
ブ
ラ
ボ
に
詰
ま
っ
た

多
く
の
可
能
性

　
人
口
わ
ず
か
75
万
人
余
の
ブ
ー
タ
ン

は
国
内
市
場
が
小
さ
く
、
多
く
の
日
用

品
や
生
活
必
需
品
を
他
国
か
ら
の
輸
入

に
依
存
し
て
い
る
。
ま
た
、
険
し
い
山

に
囲
ま
れ
た
土
地
が
多
く
、
交
通
の
便

が
悪
い
た
め
輸
送
コ
ス
ト
が
高
く
な
る

こ
と
や
、
物
資
の
輸
送
期
間
が
長
く
な

る
こ
と
が
国
内
産
業
の
発
展
を
妨
げ
る

問
題
と
な
っ
て
い
た
。

　
こ
の
状
況
を
改
善
す
る
た
め
に

J
I
C
A
が
ブ
ー
タ
ン
政
府
と
と
も

に
準
備
を
進
め
て
い
る
の
が
、
ブ
ー
タ

ン
王
立
大
学
科
学
技
術
カ
レ
ッ
ジ

（
C
S
T
）
で
の
デ
ジ
タ
ル
も
の
作
り

工
房
と
も
い
う
べ
き
「
デ
ジ
タ
ル
フ
ァ

ブ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ラ
ボ
」（
以
下
、フ
ァ

ブ
ラ
ボ＊

1

）
の
設
立
と
、
デ
ジ
タ
ル
技
術

や
「
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン＊

2

」
に

よ
る
教
育
モ
デ
ル
の
開
発
を
目
指
す
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
。
フ
ァ
ブ
ラ
ボ
に
は
、

3
D
プ
リ
ン
タ
ー
や
レ
ー
ザ
ー
カ
ッ

タ
ー
を
は
じ
め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環

境
と
デ
ー
タ
が
あ
れ
ば
誰
で
も
も
の
作

り
が
で
き
る
道
具
が
そ
ろ
っ
て
お
り
、

立
地
条
件
に
よ
る
差
が
な
い
。
ま
た
、

低
コ
ス
ト
で
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
（
原
型
・

試
作
品
）
が
作
れ
る
こ
と
も
特
徴
の
ひ

と
つ
だ
。

 

「
フ
ァ
ブ
ラ
ボ
の
教
育
モ
デ
ル
を
と
お

し
て
学
生
た
ち
が
社
会
課
題
を
自
ら
見

つ
け
、
ア
イ
デ
ア
を
出
し
、
技
術
革
新

を
実
現
し
て
い
け
る
環
境
を
つ
く
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

フ
ァ
ブ
ラ
ボ
は
開
か
れ
た
存
在
で
あ
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
将

来
的
に
は
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
学

び
の
場
と
し
て
活
用
し
て
も
ら
う
ほ
か
、

個
人
、
組
織
、
民
間
企
業
と
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
も
促
進
し
て
い
く
計

画
で
す
」
と
、C
S
T
学
長
の
チ
ェ
キ
・

ド
ル
ジ
さ
ん
は
意
欲
を
語
る
。

　
今
後
数
年
の
う
ち
に
「
世
界
フ
ァ
ブ

ラ
ボ
会
議
」
が
ブ
ー
タ
ン
で
開
催
さ
れ

る
予
定
で
、
他
国
か
ら
も
そ
の
動
き
に

注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。
フ
ァ
ブ
ラ
ボ

と
い
う
産
業
の
人
材
育
成
に
お
け
る
新

た
な
取
り
組
み
が
、
い
ま
始
ま
ろ
う
と

し
て
い
る
。
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ブータン
国名  :ブータン王国

首都:
ティンプー

ブータン王立大学科学技術カレッジ 学長
チェキ・ドルジさん

広大な敷地を有するCST。ファブラボ
は電子・コミュニケーション学科に設
置される予定だ。

パソコンの構造と
機能を勉強中!

3Dプリンターで
もの作り!

＊1 3Dプリンターや3Dスキャナー、レーザーカッターなどの先端工作機械を備えた、誰でも利用できるもの作り工房。
＊2 組織や個人の枠組みを超えたかたちで技術、アイデア、データ、知識などを集積して技術革新を目指す方法。

　学生たちがファブラボを通
じて創造性のあるデザイン、
製作技術、技術革新の起こ
し方を身につけることを期待
しています。そして、これらの
スキルを武器に、ビジネスで
も活躍してほしいです。

＊ プログラミングと電子工作学習のために作られた、ノートバソコンを自作できるキットのこと。
南アジア
18億人の鼓動

特集

ブータンの教育現場で、
デジタルでのもの作りが誕生している。
社会課題の解決や産業の発展など、
デジタル技術がもたらす未来に期待がかかる。

未来をつなぐ
もの作りの場

案件名 デジタルものづくり工房（ファブラボ）による
技術教育・普及促進プロジェクト
2020年7月〜2023年6月を予定

人材育成  イノベーション

15 May 2020


